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力学友ぴ熱力学の方法!こよる畏い期間の予報(1) 
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最近10か年 (1951-1960)の気候学

の発展について

白y. G.B. Tucker 
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では鏑壊が、収束(/)嬬t..7.ムリ、発進/.(略近くが、六ヂ主.z上重量っていゐ d)tJ、産淘を知

りたい e 乙ii-Ciこ4し C-u，I..，1'l.ιι 之ンスーンくアフリ均面革委寿) t/)蒋なポ禄臨
むJ7J7dピJ:..うこ淫 l急・質問i二対す b呼答で lci_;;よ〈主幹i乞結果Ji誌惜していゐ12.・

(rでめゐ，

研究の 3方法について

力学的援凝孝弘 3<)の方法に追って発展してきた.開走5躍扮首席底によ b

to.実験によ o.:i>o、爽>>K解析 l二.;.::ゐものを bる，

現論的研鬼は一献鵡l二次o方法で行ゆ札てし¥~ .単純Jむした大主患が渇えら

れ‘三の己デんとでいの物君主尚古壷震o持票が・府$-zさ似てL.¥ Gl G これらの温混に

一致すべ竺ポ揺は数理方課点、の婦で蕎ぞき去さえていみ e をとで乙(/)方差点/'j;

漣動 IJ~ 興 1際的 lこ存証し、維持し.苑達ø 可能 J注 4ともコこピがをさ、与をのが'<j7

I司会J工法ιbレ、くづかの泊二子によって、そと此otりライブサJ グ Jレl.i:l長打しう e
乙の ωJナ~\i度以、、扱ゎ、ヮて l， l .fJ .気fjf，掌え e理論釣必萱草E闘6 (j・iこした非常

l二?と止した拘}(o_. -:;.1二Nd4474A(/タμ ) o r大気六鮪穣ど輔衆議J

がある d そ aJ信来、対来園1::部のM.0札た非考に&L.¥娘拘束〈チ、エットスト

リーム cJ)4事j在宅:市緯度 i二万 Ir""ソいーナノレ(J.胞殺の雷原的評A去、及ψ;大規

模:iJ、援乱θ 弟霊にヲいて明 βη、にしている，乙.K0o持鍛に崎豊す φ工系ル

イ_.o転梗 i手すでに新鬼弓札、ソ -j-lし湾't.o旋盤 lこヴ ιλ ての暴若しの窒寝/1.A支

J 剖Iふ、華街 i亡証明さ此てし¥~. 

耕妙加... M可寛?愛でーの胸先マ宍苑!こよ争解析はー大究中で嵐 2脅さ才l~現像マ、童書室乙
~ U-JL ~漣勅 ø タバヌ旬、期!窓すベ考方旬<<)1脅永していゐというニヒで、経緯

前必ゐdワビば本質的には趨岸したも ρであA;I.

研泡盛 i乙万 ~r ;，t興験lふ主としe.rぷφA JZaμ.Jl..J dJ買験に.よって釘tふれ之そZ

r~ " 液体がそ~ø 申 I'~'Iごしん庄三J った円筒ニFてす、卒採択ゅ容器 i乞入ってゐ、。、そ

の」メマ間留を加熱したリ冷却したジ温度~蛮えて 4ムh )'lCTll 者と担亀まずる

二ヒにふソ、め.Q渥Z霊式長toヰペ態(Cみえ也 bニkこがC'をる ν 卸主主混豚 d)曽jゐマ

純良の JJo 熱によリ、芝 ø ..þの液~.~盤動~.式究<þで混測され b 事動 Iょ差 t与

しく嬬必L弓せbことボ在、'3..@ .との者lLo努験(;J:界保1))J:， 索犬屑最中1"-.Jラ(1~ 

対3質的.力掌動系o絹交ぜ釣関A最ω望撃J怯{乞<)::!沢山の者軍事そ費耕t主義氏し1三
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これは麟調均. '~針鮒解析 ι ょ b 第 3ø 方法であ.f;;I /N'. レ申、 ι ‘世界~提議

定~良する i量産..(t理解すゐにr.t..JI!!tt) ω 語ちlJ.?;;方法よリ弐)，. <..費~レて凶ゐ

定洲|こよる朋兜

速増雪組測によ b 平均極~ (静免棋掌の一つに績点試すゐ) .ニ札b平均i1'，lo

e漏差拡事'11として.定測によゐ府鬼広償還賞。曹、エネル足、-'J前会レ.¥i.琵cX，'.ij(
Z寒気1)鈎令，/¥ iIJ .8苛腐dJ S 混りの線、に迫って思議してさた。主主 ø犠~/;;):' すでに

?'"山ルt&y..(ノF“7) によって渇え記、力丸メモぬの 75'P.;l;;ポ局窓(/)六部ゐ(;J.、
s;taA~ ピレグr.&ζぇ (シj>S-μ〉によって村l急札亡い lJ.坪定通Uて金大気iこ

フ主主合計す KI~' ‘近A民的 1ニ叫乙企しら 3フ e 曹は l手 l;t.:一定で、あ診が、大気~あ
-

M かについ乞ほ収賄，(諌jさあグ‘又胤の帯分でId:~ ili事くはリ場勺軸i
Eこ広ってい老語"昼隼痕剥ヲ<.1'しbがく患が比較前五夜番指針、1d'-l.-l之と左系すと必LCI~-

濠ピ点乞Zにy場 IJ鈎4きいかどJ弘、撃であジ、文 .:1}，、かLbた 3とり場えo一声o軍'.)謝

れ配地壌をあ~.動会いを維持す，fjJ多量動 e 通産 l三必壌をあ b ニ乙が.ら.環 kこ

たきとリ喝の地域鉱多<dJ 廟~ v)対象と β.。ていゐ.とiA...0tO輸蛍f!)温.は次

の方法で廊庭さE札乞1.'1~. S k:.淵掘さ此Zい b 控究~) 1(i)Q4主演としよう，ぞ

うすれば、指君。準雄官島右横切る漁出量l本、 VSの積で与え IOa-'L 1fJ .こ〉で

、y，本地惹tI}標準麗遣である.

時間前‘盆間的意見、(..、/;1繭君dり平均纏を，，<二て戸、設ωすと.

V=  V+v 又{ふ£一言十 s' ~こぶる.
1 、で I (() )寺号肱平期。、b絹単広義わ寸，

・. VS ーくす十 V~) (玄十 5')= v S十vs斗V'5十V.5'

又平均流ボ壷{ょ VS= V三十 ¥7SJ TV'玄十 V'S'で与えら札 h.
さて 5'マ ν' のよう1j~平均担 lcl:.

シ=0= V' ヒF定義d，.tLCTiJ、Io

vs' -:-V 5' =心 又 Y'玄=V' S =0 と(j.， l;J . 

経-.Jて早期衆嵐寵は vs νs十 v's'で与え品点
金、応東広=場事t波it:十渇協克広と TS.Q g 

戸之、 ，r 
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IØ淀流伝 Iふ5f均嘩動 l三よリ.酒動歳出 I~V ピ S 1J'\'平均 J車前並を変動す øJ等‘

〉ヒ 3 d) 閣の畑商に定ま~.

最近 /0 年商 e丙の初期øl青鬼ø 六事~!tは、緯度薗 dワ二子午線受T 陶 ø 流虫Jz
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麻鬼するユ ζにめった，どく擾並ゆ肩車広地象 6挺涯働会布 Iこ乙札fb~温デ

すb乙ピ tニ'10Qか¥4止はこ札まち議展レてきた範会キ常法定拠調す.g乙と棋

設立。と仏 jう理由昔、 b 、主として手午穂波弘t1);9f鬼~ J.)- 1'::' 意思~曙e ぅ，

地球」ニ tJ.) 長!l. lニ嵐ø 揖麓降、点三構震の栴京嵐~申韓議tø 漏碕嵐 rIlt!JiE1If. 麗:.:.1時

地 A援揮梼 rf) 静輔が旭よ嵐を滅遺そ~tt:~ように織をL そ'=ø 結果が

経緯度民事奇麗())僑盤動量o環が.文‘令揖産iニ酒運(17) 酒運動量 t1)}全 ~9 場 1ft

dセゐ札乏し1ゐ，とめ地表o.81をと必効果降、やしえっ e地寄与。輔、にい..t..1O~"， 

で白書護勤重o!.え換がaけ礼(，;(.両立rrJJ煩弱震を拘数百で波壊す争 I三重山 f.l.ぃ.
」之て地球均叫領制玄 !JjÇ~tf. 帰還閥 d.)~AlS~~z:. ずニωι 設が
って添ピたきミリ場 d)加減問I/j前冶 μ は、をの開!こ雨風g;揖躍動蜜がー棋に.
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~，~申1:"$ Iすゐ救護勤寵 1/)， 濠とたま;1) 場 i手、~忍灘痩害事調!こ荷揺されてお V

乙札ゆ d 鈎令4・1な 1除幕とすゐ手午否輪後Ij:.-棒.，).ー国 o(メミ)(B) Iτ 表 h~注れてい

る."之札』る~間 I~~襲輪蛍聾と渦動坂出量と ø 溜 e 漫県在示し"tJ，' t).梯;Jo"，

N(/)閉で大きくιっ乙レ¥e .旋:fj'¥'っt移流氷出(浮均亨午窃繕摩d怠是正によ
f;I)主主厳縛度 l二託ってoか窪壊で':.ろリ .J也u')場前で'W輸送の大部?t'ふ.対堤

\趨上郡で'1~ 場 i乙蜜唾で必リし 8、も、::?午椋湿度成分 V Y-衆的撞麗淑今 Uø 揖4

:調によゐ踊足量流出(マ'iJ')によって雀ザ訟のでみゐ，

わ、万よそこ必府代に運輸採の Ea.今んや Sa W'-J-ι く~?.6~1 ) /ふ‘捲遣しつつ

ーめ r.;) 大 ~~(/..i 組織は額面から北衆へ t!) 東信r ::i c1)流。ιe ワ<.iJトラフと結'M~づい

ていみニとを赤した ψ また点気'.-t(/)護者もは火事長六掴醸の維持 F..本積荷J蜜襲義 J 止¥〈a 

タぷF る勺れ九K乙.しωlけう 尺似1M-，/--(〆イFμ“吋3')o堤出し乏ほ惑ホ均広峨旗愈糾も、銀脚導によ1)"; __ 

』彼 lに二成ι乏d庇ALし， 員え乙 9

(日) エネ Jレギーの釣舎にコ ωて

切長ド‘天気は、見君主なとりまく主主問内で 1.1.放掛的lニ鈎4きってt..-¥~ .却13久史t

l主舟.務長によ b 〆又賜エ.%iJ..・ 3ミ、-~.議波及ø大気荻射によジ液街す ii 壷~珂

じJ江坂i玖レて'，:¥iO. (ζ ゅようヰ輔厳かゅよま握手l二よって地球内部久捗勤すl;

葉県工 J-ノ1..々、ー i手帰麗し亡みよい).しかし余地ヒして叫放酎的/"こ動ゐ.{.;¥ゅ叔

熔 iムあゐ乙しても、君主 l溜から大演のある捕舎ではJIA尉じよって工;t， Iレ~.ーを

えても目を札より/.j， (;; かにう歩く 6 工JトIt.~'ーが放計 l二よって失は.flF.1ニ乙カ培、

わがゐ，羽成鋪 ω中ーと層部 Z'/.d:最大ぉ約.2"'c / d..a-!f I二墜すゐように志位れ色

気.4英仏弘太理梼広瀬均があ@乙しても、六債の年準l立のサJ71レ(J.遁奇襲(j.点、

捲ヒ滋 λゐ.ttfa， ..即 Aラ熱帯地方。!iJ\1l 鉢:ーで、 I手絶えずエjj'.)I...~'- (知め I~'齢、 (/l 妨

で j 定成持さ Jtしてい@が、昇遜如来はゐLぃ.聞がにと ~)I制大究中で/J.会品以そ r­

ね瓦る3重視o$5.下 l広んi'-c¥..氏がって工i-ル"~'-I手)~緯喪 (/J 返層から事権裏切F 四砂

上璃!こ崩事之さ AL 1J: (j'札 (4:'1.}.1O iS， L.¥ • 

者支針マ反当事によっ亡片〈平崎蛍 t芝最L !f; 異色菅lよと ~I三足』る品ものであ IJ ，.，11:..が

ってJ払寝以エヌ:ノレぞーの踊混同・対流にぶ・コておはゐ二 0'札ぱsゅん. (水E匹釣

対流'(..して疑事史学着ボ叔かっ!ているr/;/ふ拶靖tである.) 

嵐事が‘ニの鏑蛍老Kうように担紺Jじさ，札t ι，，~;lだ紫、/j. .乙札が挺換を女抱

す C;Y.Lλうニモこで寛厳哲学 IJ)ホ質的ぶものであi.T. しD、レこの図{よL'A--I.t，.員f--

(})喪 ~l 二よ。て l本ゐ車、 lこ寝雑~t; ~けL て v\ 1c;t" 一紙偽十二 j江鷲の工~- )レズ'-lJ\'~監

えず方学的丈え、 Jレゼーl二韓換して叩〈、ょう iこ活動レ・-z:.1....-¥ゐ，ニのよう/J.渚賛

マ組本市えの)rr.置の工:不 Jレぞーの移動i 二対して.1.え腸8、 0~事 IÖ 札ゐ工式、 Jレぜ
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- /ed弘竃め工 j..Jレギ .-;.q)~融持 lニ旗 l手札て以る.又晴海 I~熱(J) 趣ぢ晴元 11)._

1:"よb消畏に対して提遁o水車も推待合札て;;少、このエt-Iレ!('一時憎怠窓、

io 六究中えの爵廷に底知丸~. (7}く景気の捗動がお Iふれ~ (..¥地帯ビ tゑ反政r-

降水壷右上揺る火気中え tf.)濃尾o過剰竃lよ麓度dツオく率&佐持していゐ). 

久完Jて婿患に I弘愛a極方官ヘd 工系 Jレョピ-ー移動d企てI息.主として3ヮ ρ工
ポノレーぞー裂の輸蛍て51畏わしうゐ.卸15 (4.) i立置の工%-1レ将、ー (~);撤熱.

(cj.水蒸究者9礁であゐ ω 刀学的工系/レ主子ーミノ締法さ孔う f;)1s.'、議並 10年現

に索中的 1-:::研鬼立札てきたJtI!d) ~提出費に jむ較す l} ~こ、.4J::常にノト ~ω とどが示

されてし¥() -工ネノレ主ぞ-(/)宅~'itJ にとって火浮dJ流れは今、ぶリ曹.撃で‘，;ryo 0 

い

しはitude (oN) 

者存3岡 大究中 ð) エネルタ言、一車輸送‘~契 8棋は鈎リ令ラ ð) に

」
必事IJ.員三向芝の工不 Jレ告ぐーを友わし・組(/j練k主原

熱包帯熱の形 d)濁鵡ヨLo帯状平均を意bす ./?5"O 

f卒のデーターで許詳したも(/). (5~ ~ J)/ιfA.ゅより

主三警江工ネノLマー鈎会し¥d)新宛の ωくつか 1:.1;棒 3西 l二与え b札て1.-¥~..と批

ら(/)曲線は古賀尉による工系ル当記、一 l民矢 d) 鈎会いにJ怯望広手~濁エネ Jレ占言、一輸

送量のめ b卦算制 Ii.襲剥してい t>. 乙ルl0 ð)曲線聞 lfJ 粗蜜泊、 IÕ~テ b ピ景ul喬孝

翁の府兎すべき~漉寅J控虚示して U ゐ町、語、遣の蒐頑Ij院篇換梓 i: 増して来

た.モして輸並の援jくれ ..)0。ピ <<00 o 聞で起っていを当蒸で、すべ、てー載して

tA6>. 5Lみ，1/1.ヤ ω114.ぷ.e.lムよって計算さオした渦動摘単t;;i:. }他雪!!l.;五輪抵の襲
撃a 部分が‘中縛慶々帯構農の渇言動〈援弘 j によって幻 lよ久之レl ゐニ~，z示し

ていゐ。 J色揚震の平均子千語気街壌;j.傾煙車U重職i差8溺ゐ乙商忠義lニ事撃をあと2
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場 4国ノ7't.t. 'T年之河.北米におけ b巌熱ピ務熱tJ)平均渦職淫 y-、

単J立.(ιがωC.X/I:)'lj付 -R.(J?伊/う必今.M.(~11~ ...，:S-I).' -J， 'l1li齢、

第4商 (A)~員以 (8) Ia:.瀬熱々潜熱の水平線輸孟tJ) 愛 k重舟均 ~-1K し -r..:J9 り、ユ

フa音性d 工ネ Jレ決、ー輸送O"MI冬札てI/¥fc;)ニ'LT.主比叡対照すゐ乙ピがでさ主るい

hアメ 1)17で、治討三えた縮震で除.顕果to~くた:/: /.t.S" 0/11 tJ、IO6S"vNfJJ輔

の文↑琉圏~ヤ屑で輸送が符}本れ Z がリ、 ( 1KJ忠実 llJ地方夜嵐iニよQ)潜熱工
品.)レ告号、ーの職並もか(.J.リ広レ¥緯度開宅、越金るが、、幼 1/0 0 mb ( 7 /.( /7l ) 上

溝ざ、必見軟調オく議長t~、少必 Lヘピ ω う乙 X で前渇ぶソも埠層 ðJ 排筑唾内に識並

ポ制腹立札て仏 e.

(c) 7/( ~釣合につし}て

担問守地球、内部え())渇く(/)横広種I:J.非常に少rJ.<.、六浮かβ3補給さ抗争政、軍

iよいがに蚤(..¥期闇夜r.ヮてもよ包腰酌一突であるど涛えて込ぶ(..¥. JJt:って式5t}

1十に :h' いては需濯動壷(/)~句会的や L;1-')レゼーの鈎ゐぃ Eニ同紙l亡、企本の氷鮮; 戸

釣4i-L_¥ 11'\' 必壊で'Jみる，オく~潔ピ 1J.るのは震揺が降水Id:.上1á!..@抱按でめリ、 J~

dた&リ場はそ}L'(.低空まの児担震である。

こごく叢並まで f.I企抱鞍酌麗娯 l二万け&オく定患究移動 d 疏鬼 Ij;、主 l三 ~b 実ヮ

た緯þ.聞に会l:-kL ゐ水煮究 ð)~必{，.lrl)~許ø 荷亮に鼠θ れていた.しかしが蔑

J廷は之の掠f.J解析万法で、Ig，、工来，レゼーマ漣動吾A霊逝当広岡手ではよ品、ιL・布

ぢこ止しは単に淳、d喜一降氷d).差a、いまだ気i医学的 ;fl~申で非惨 iニ正雄):.京めゐ

ニピボで、きUa(，.¥ピ Lヘク珪古?ざけではな<，米議長o環マえよ9揚は工系ノレギー

マ運動電tfJ掲命、乙還って、緯度Iニ絃，与するニ't.b"非帯 Ic..小!s.t;弘治、正:.'C・~ゐ，
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であ6.0さが b援"'-~)惨えゐ，とみcpt- (ぷ、.6')歩~1-::. ~JÇ，入して奮をぶ，~ず:
1 .1 ・~， 1 ( J.l..-. -l 

( U-c) l万主ーρjV-2十件)0(~ 0 . 
司 (.2.R)

按j}J1二初期d)帯'*凍o形 il'・
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也幽錨皆 、組齢，

{ (人A十〆十1-2.) C十メーす 8(ャムλ勺JO(/十去(〆村ね8J.ω了

三〈〆-3r) 似 ， t { 〈7μλ .ii二シゾ〆4〆ι
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"" ー・〆.... -.... 
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a2.地上党濫d)持続肱
地 Jこきを掻ポ持掛佐 (J) J之 ιへこピ t手、よくゑわれて凶 b 乙~ではあゐ樹、 4主主長
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全米ゑ抱o手裁かゐ、 /ys-3卑Z火/.乙主幹匂独立安耕}二っし1てEVを許算し、
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EV!ま、棒/狩}:..比して、豹 dーメ 4J)/ð寸立で、結語!斗a の誤差~、か Cく蝉拶

ωてしlゐことがわか@。 次 i乞ト-12 'Lして 5'00mbの実演j躍を炭ラピ〈第t.L

もと iJ国〕移交T渥主すが M之として700
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700mb dJ 嵐長宅予報は.36時腐までしかぷぃ_Nι帆 iiMST.与t;'o耳・揮が@凶

えbように、半匂平均体‘翼中n百 d)pd-tterl1. ヒよく似ていゐttJで、乙e
時間~臆在、決到、がら辛匂 7008lh rニ決算した.36 

Hλ'=(Z7の瀬正予報j童十枠組)/ゐ

do..i1.ιρza..p IJ京動捜弘、半匂平切迫よリも式魯品 6 で¥主の崎原体、ム-
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